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光通信の伝送速度は100メガビットからスタートして、現在

はテラビットで、さらにペタビットも間もなく視野に入って来

るようになります。伝送速度の高速化でビット単価が下がって

いくというのは、通信を利用する上では非常にありがたいこと

ですが、大容量を利用することで、より信頼性の高い、より利

便性の高いというプラスアルファの面も含めて、光通信を展開

して行きたいと考えております。少し難しい話にも触れること

になりますが、本日は「基幹光ネットワークの高速化」につい

てご紹介したいと思います。 

 

 

 (1) 大容量化への流れ 

光ファイバ通信も同軸ケーブルと原理的には同じで、伝送容

量を増やせば増やすほどS/Nが厳しくなって中継距離が短くな

ります。それでもNTTとしては、途中マンホール内に中継器を

置かないで、中継距離80kmをキープしながら伝送容量を増や

すことが使命でもあり、条件でもありました。図1は我が国の

光伝送大容量化の推移を示したもので、1980年から今日まで、

約 30年間で伝送容量は 100メガクラスから始まって、今年は

100 ギガをベースにした 80 波の超多重伝送システムが商用に

なるので、約8テラビットの容量までになりました。 

実験レベルで無理やりマルチコアまで行うと、1 波でペタビ

ット近くの伝送容量も可能であり、伝送容量の増加は図1に示

す通り右肩上がりで、電磁波の周波数である100THzを超える

ところまでたどり着きました。私が入社したころのイメージか

らすれば、はるかに想像できないぐらいの進歩ですが、一番大

きなポイントは私自身も深くかかわりましたが、光ファイバ増

幅器（EDFA: Erbium-Doped optical Fiber Amplifier）が複数の波

長を一括で増幅できるということ、80チャンネルの波長をまと

めて増幅できるということ、増幅に必要なパワーである1ワッ

トクラスも出力可能ということで、必要なS/Nを確保しながら

帯域を確保できるという、本当に使ってみて信じられないほど

のグッドパフォーマンスをEDFAが提供してきました。その結

果、1990年頃から今日に至るまで、ずっと伝送容量拡大という

流れが続いております。 

 

図1 Trends on High-Capacity Optical Transmission in Japan 

 

 最近は、EDFAの帯域限界が徐々に見えてきて、帯域の利用

効率を高めるということになって、0/1 のバイナリ伝送から位

相情報を使ったQPSK、さらには多値変調へと変調方式が進化

して今日に至っています。以上が大容量化への大きな流れの説

明です。変調方式進化の過程で既存ファイバを使って伝送容量

が益々増えているわけで、太平洋横断ケーブルでもテラビット

を超えるようになってきていますが、その間に敷設コストはそ

れほど変わらないので、伝送容量が増えた分だけビット単価が

下がるということになります。一方、ネットワークに関しては、

ROADM（reconfigurable optical add/drop multiplexer）などの技

術を駆使して光スイッチを光ファイバでリング状につないだ構

成を取ることで、日本の基幹ネットワークを作るということも

可能になってきております。 

アクセス回線の伝送速度が飛躍的に速くなってきていること

は、皆さんが普段お使いのパソコンでも実感されることであり

ます。映像のクオリティも向上する一方で、アクセス回線のト

ラヒックが非常に大きく伸びているというのは、何処の通信事

業者でも同じであります。図2はインターネットトラヒックの

伸びを示したグラフです。コアネットワークはテラビットクラ

スの伝送容量を提供する必要があるわけですが、一つ、通信事

業者の課題としては、トラヒックは大幅に伸びているけれども

収入は増えずにフラットに近い状況で、色々努力して設備コス

トを下げながら、皆様にネットワークを提供していかなければ

いけないというのが挙げられます。 
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図2 クラウド時代の光通信ネットワーク技術 

 

 (2) デジタルコヒーレント光伝送 

今日の話としては、「100Gbps のデジタルコヒーレント光伝

送」をご紹介したいと思います。コヒーレント光伝送方式とい

うのは、無線で普通に使われている位相変調やFM変調を光通

信でも行うということです。皆様方もお聞きになったことはあ

ると思うのですが、1980年代の中頃に、長スパンの実験が光コ

ヒーレント伝送を使って成功しました。初めて100キロを超え

るような伝送実験に成功したわけですが、受信感度を高めると

いうことで、即ちコヒーレント検波で感度が上がって距離が延

びるということで、80 年代に研究が盛んに進みました。ただ、

局発を使って位相検波や周波数検波することになるので、光の

周波数での位相雑音は思ったよりも大きくて、実験上はうまく

工夫すればできるのですが、実用システムとしては大きな課題

がありました。一方、ファイバ増幅器というのは光直接増幅な

ので、直接増幅して受信器に入力するか、局発パワーを受信器

に入力するか、いずれにしても受信器に多くのパワーを入力し

て、サーマルノイズに打ち勝つだけの光信号で受信するという

のが光受信器の特徴です。 

1990年代はファイバ増幅器で中継して、受信感度も確保して

いました。今となっては、受信器の感度も少し良くなってきて

おりますが、それ以上にコヒーレント検波のメリットは、多値

変調で周波数利用効率を高めるという点と、別の信号処理によ

っていろいろ位相が回るとか、要するにファイバ中での分散に

よって波形ひずみが発生しても、それらをデジタル信号処理で

全部キャンセルできることです。例えば、分散値が大きくなっ

てしまうほどファイバで遠くまで送っても、それと同じ分散値

をデジタル信号処理でキャンセルし、その結果、距離に依存し

ないでアダプティブに処理できます。ただし、図3の100Gbps

デジタルコヒーレント光伝送方式に示す通り、少し複雑な構造

となります。多値になった分だけ変調器も複数並び、局発を受

信器の数だけ、この図の例では4つに割って掛け合わせるとい

うことで少々複雑になります。 

1980年代から20年間に光デバイスも少しずつ集積化技術が

進歩してきて、PLC（Planar Lightwave Circuit）技術により電

気と同じように光も処理回路の集積化が実現されています。図

3の受信モジュールもPLCでできています。ただ、それ以上に

LSI の進歩はすさまじくて、この図の例でいうと、1 億ゲート

のトランジスタが搭載されています。その結果、局発の揺らぎ

も全てデータ信号処理の中で補償するということで、構成とし

ては少し複雑にはなっていますが、ごく普通のレーザー発振器

を局発に使って、受信モジュールが構成できるということにな

ります。 

 

図3 100Gbpsデジタルコヒーレント光伝送方式 

 

搬送波位相は、縦軸、横軸に変調信号が分離されないといけ

ないわけですが、QPSKの場合、図3左下のように4つになっ

ていて、さらに偏波多重しているので、X偏波とY偏波という

2 つの偏波で伝送すると、ファイバ内で偏波もミックスされた

ような形になります。ファイバは楕円構造になっていて、偏波

の軸によって伝搬特性がごくわずか違いがあり、それが累積し

て歪みとなって受信側では区別がつかないようになってしまい

ますが、これをデータ信号処理でキャンセルすることで、偏波

分離、位相分離して図3右下のように復元できるということに

なります。先ほど申し上げたようなPLC集積技術も使うと、複

雑な構成ではあるけれども、それ相応にシンプルで、かつ小さ

なモジュールになるということです。 

これらのモジュールを組み合わせると、程々にコンパクトな

サイズにて 100Gbps のチップができ上がりました。図 4に製

作したチップの性能を示します。これはNTTが技術的に頑張っ

て、日本の各メーカーにも参加していただき、ノーテルや LG

電子に遅れを取らないように、4 年ほど前に国のご支援もいた

だいて、政権が変わっても重要な課題だということで継続して

ご支援いただいて、その結果、世界で初めて分散補償もきちっ

とできるチップができ上がりました。 

 

図4 100Gbpsデジタル信号処理の性能 

 

そこで、図5にこのチップを使った高速切り替え実証実験の

構成例を示します。これはリングネットワークになっており、

右回り、左回りで長さが大きく違い、その長さが違うようなと

ころをスイッチングで切り替えたときには分散量も大きく変わ

ってしまうので、再度分散補償器を働かさないといけなくなり

ます。デジタル信号処理でラーニングが必要なりますが、1 回

学習させて輻輳値を決めて置きさえすれば、それに合わせてキ

ャンセルできるので、50ms 以内に切り替えて再立ち上げでき

る、というデモンストレーションの実験です。 
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図5 100Gbps高速切り替え実証実験 

 

周波数利用効率を高めるには多値にしていけば良いわけです

が、これは S/N を犠牲にしながら多値変調するということで、

周波数利用効率は高まるけれど、S/Nの劣化で距離が稼げなく

なります。伝送容量は増やす替わりに利用効率を高めたときに

生じるS/N劣化を別な方法でリカバリーしないといけないとい

うことになります。それにはデジタルで誤り訂正をより強くか

けるということや、軟判定を行うことで改善を図っていくとい

うことになります。事例として、図 6 に 400Gbps 偏波多重

64QAM信号伝送を 20％FEC訂正にて 1,200kmを実現した伝

送実験を示します。 

 

 

図6 20％FEC訂正を用いた400Gbps偏波多重64QAM 

信号伝送 －1,200km級WDM伝送実験－ 

 

 (3) マルチコアファイバ 

ファイバ技術そのものも重要なカテゴリーであり、今のファ

イバの完成度は非常に高く、新しいファイバのチャレンジとい

うのが益々やりにくくなってきていますが、マルチコアという

のに取り組みました。図 7は 400Gbpsを 200波ほど偏波多重

で束ねて84Tbpsとし、色々な手段を講じてやっとの思いで12

コアにて1Pbpsの伝送容量まで持っていったものです。 

 ただ、驚くべきことには、この 12 コアのファイバは伝送損

失 0.2dB/km ぐらいです。これだけ難しいコア配置にしても、

今のファイバ製造技術というのは母材さえキチンとできてさえ

いれば、引き延ばしても非常に均一なファイバができるもので、

これは大したものだなと感心しました。伝送損失がもっと大き

くなるのではと心配しましたが、0.2dB というのはファイバ初

期の頃の画期的と思われていた値と同じ損失量であり、努力の

結晶の賜物ででき上がっているのだなと思っております。 

 

図7 1本のファイバを用いた世界最大容量 

 毎秒1Pbps-52.4km光伝送実証 

 

 (4) フレキシブルグリッド 

従来 ITU-Tでは波長グリッドを 50GHz間隔、100GHz間隔

などと間隔を決めて均等に配置していたわけです。これを

6.25GHzの整数倍の配置にすると、例えば50Gbps、100Gbps、

400Gbpsなどの色々なビットレートが入り混じったり、あるい

は同じ100Gbpsでも変調度がバイナリだったり、4値だったり、

16値だったりと、周波数利用効を高めてコンパクトにしてたく

さん詰め込むこともできる。その代わりS/Nが少し犠牲になる

かもしれないので、中継距離は短くなるかもしれないが、短く

なってもたくさん詰め込みたいようなリングネットもあれば、

距離を最優先に考えたいルートもあって、こういうこともデジ

タル信号処理と組み合わせることで可能になる。この様にフレ

キシブルなグリッドというのを ITU-Tに提案しました。これは

議論が概ねまとまって、「フレキシブルグリッド」として定義さ

れました。図8に2013年6月に国際標準化されたフレキシブ

ルグリッドの規格を示します。 

 

 

図8 波長多重におけるパラダイムシフト 

－固定グリッドからフレキシブルグリッドへ－ 

 

ただ、どの様に使うかとなると、図9に示すように、隙間が

空いたところに色々な容量のグリッドを詰め込むわけなので、

そうでなくても運用するのが大変なのに、課題はまだこれから

色々出てきそうです。メカニズムとしてはこの様にコンパクト

に詰め込むということがオーソライズされてきたので、変復調

技術を有効活用するという話が俎上に上がってきました。 

ちなみに、アンカー周波数（中心の周波数）は、絶対値を決
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めておかないと間隔だけ決めたのでは、位置がずれてしまいま

す。NTTが ITU-Tに諮って、当時の光増幅器の特性を一番把握

していたのがNTTというかJAPANだったので、アンカー周波

数に関しては日本の提案が通って決まりました。 

 

図9 光周波数の有効活用：密に詰める 

 

そのときの光スイッチのテクノロジーは、LCoS（Liquid 

Crystal on Silicon）と呼ばれています。最初にマイクロミラー

を使ったMEMS型（Micro Electro Mechanical Systems）の光

スイッチ、光クロスコネクトというのが出現しました。これは

プロジェクターに使われているのと同じ技術です。それに対抗

する形で、LCoS を使って波長選択をしようというのが図 10

で、最近はこちらの方が流行っています。特に WSS

（Wavelength Selectable Switch）と、波長選択スイッチで多チ

ャンネル化をしようとすると、どうもこちらの方の分が良さそ

うで、使われるLCoSの数によってはバンド幅も可変に設定で

きます。メカニズムの説明に難しいところがありますが、事実

動作しております。今ここで表示している液晶のプロジェクタ

ーでは画素がきれいに並んでいるわけですが、これを一点に集

めてファイバの上で結合させれば、全波長を多重できます。そ

ういうわけで、メカニズム的にはプロジェクターとそんなに変

わらない技術を用いています。 

 

図10 エラスティック光ノードを構成するキー技術 

 

光ファイバが焼き切れる状態、ファイバーヒューズが比較的

起きやすい条件というのは、2W ぐらいからです。ワットオー

ダーのパワーで伝送したいのですが、ファイバ内で徐々に減衰

すれば問題ないですが、不純物があって一瞬にそこでパワーに

変換されてしまうと、本当にミクロンサイズのところで、エネ

ルギーで言えば何千度を超えるような状況が起こり得ます。そ

こでコアが溶けたりするわけで、いま伝送技術としては1Wを

超えない数100mWで伝送しています。極めて安全な状態で使

っていますが、パワーを増やすと伝送の S/N は上がりますが、

ファイバ非線形の影響が出やすいということと、あまり上げ過

ぎるとコネクタ端面のところに損傷を受けやすいという2つの

課題があって、それでマルチコアでやってみようということに

なったわけです。 

 

  

無線通信はさらに高速・大容量化へと向かっておりますが、

光通信はファイバ内を電磁波が飛び交っているのであって、技

術的には無線通信と光通信は極めて近い関係にあります。そう

いうことなので、今後光と無線の融合はアクセスの領域で一番

重要なアイテムになるだろうと思います。無線通信に携わって

いる方の言によると、2020～2030 年頃には固定通信を追い越

すことになるだろうとの予測です。技術的には難しいように思

いますが、トレンドだけでいうと追い越しかねない勢いです。

そこで、無線であれ有線であれ、伝送容量を大幅に増やせる技

術が出現して、映像を便利に扱える時代となってきたのですが、

コンテンツ、データを扱う側が優位な立場になってきて、ネッ

トインフラを提供する側は振り回されて、いささか苦戦を強い

られていると感じております。それでも、ICT を積極的に利用

することは今後絶対不可欠なことであり、図11に示すように、

これからはクラウド型サービスへと急速に移行して行くことに

なると思います。アクセスの部分はブロードバンドでシームレ

スになって、データの方は益々データセンターに集約されて仮

想ストレージ化される形態になると思います。 

 

図11 日本の ICTサービス発展の方向性 

 

コンピュータ通信の世界では TCP/IP が普及して、便利なプ

ロトコルではあるのですが、WANやLANで回線交換するにし

ても、ATMのようなパケット交換するにしても、どっちにして

もベストエフォート型の TCP/IP でネットワークサービスをそ

のまま構築することにはならないだろうと思っていました。し

かし、LAN側で展開された技術のコストパフォーマンスが非常

に高くてボリューが大きいのと、デジタル技術としての進歩と

の両方が相俟って、WAN側でも IPを積極的に活用するような

状況がコスト面から出現してきました。今のインターネットは

利便性の高いネット環境ですが、これをベースにして色々なミ

ッションクリティカルなことをやろうとすると、やはり不安を

拭い切れません。それで、医療・教育・行政・その他の実環境

をサイバー上に展開するには、ネット側も少し工夫が必要なの

ではないかということで、新世代ネットワークや、あるいはデ

ータセンターが中心なら、データセンターに適したプロトコル

がネットワーク内にも展開されるのではないかということで、

OpenFlowなどに取り組んでいます。図12は資源の仮想・抽象

グローバル時代の役割分担 
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化を示す概念図で、まだ試行錯誤段階ですが、色々な形態があ

ると思いますが、大きなカテゴリーでいうと SDN (Software 

Defined Network)で、色々なフローをベースにしたネットワー

ク制御、ファイアネットワークサービスが挙げられます。 

 

図12 通信・情報処理資源の仮想・抽象化 

 

日本の課題は、やはり専門家の活用の仕方が足りないという

ことです。シリコンバレーの取り組みには、テクノロジーでも

物量でも負けていました。日本は薄く広くという悪平等的な取

り組みになってしまうので、もう少し一点重視で取り組んでも

良いのではないかと思うのです。ビジネスと標準化というのは

重要な二本柱なのですが、コンセンサスを得るための学会と、

リアルビジネスを遂行するマーケットと、これをうまく利益誘

導、論理誘導する標準化と、これらをセットで進めないといけ

ない。特に、標準化の方は IEEEが大いに頑張っていて、IEEE

はアメリカの学会でアメリカ中心に動くので、我々にとっては

アウェーな環境での活動となっている。色々な技術が発生して

枠組みも変わっていくので、ビジネスを展開するにしても、テ

クノロジーを追求するにしても、変化は激しい。しかも、変化

が激しいのを追随していくというよりは、その変化を変えてい

く側に、決める側に回らないと、ずっと追いかけ回され、振り

回され放しになる。できるならば決める側に加わりたいという

ことで、自分たちがカードを持っていて、その上でアメリカと

一緒にやらないと、コミュニティーの中にはなかなか入れても

らえないのです。そういうわけで、最初に少しだけリスクを取

ってでも無理なことをやってみるというのは、一番安全なやり

方なのだと思います。 

 

  

日本は震災があって世界中から支援を受けましたが、NTTと

してもあの東日本大震災は非常に大きな衝撃であり、課題を残

しました。日本はどこかで地震が頻繁にあるので、神戸のとき

も、新潟のときもそうでしたが、色々な地震の経験があって、

NTT のビルが地震で倒壊するということは基本的にはありま

せん。今回の地震でもなかったはずですが、津波に関してはコ

ンクリートのビルがあっさり流されたので、とても信じられな

いほどのパワーでした（図13参照）。しかも、本来地震による

津波というのは、リアス式のV字型のところにエネルギーが溜

まって海面上昇を招くというのが多いのですが、局所的、かつ

広範囲に地震があったので、平面波のような津波が発生して、

平坦なところまでも襲ってきました。その結果、色々な電話局

がダメージを受けたり流されたりしました。その結果、海底ケ

ーブルもあちこちで切れたし、地上のケーブルもダメージを受

けました。津波のダメージとそれに伴って電力の途絶があって、

各局舎のビルの給電ができなくなりそうになって、かなりぎり

ぎりの状態にまで追い込まれました。何とか電力配給して、3

日間ほどで大概のところは復旧になり、1 ヶ月余りで稼働すべ

きところは復旧できたと思います（図14参照）。 

 

 
図13  2011年3月11日 東日本大震災の被害の様子 

 

 

図14 迅速な復旧活動 

 

橋に架けているファイバが橋ごと流されると切れてします。

橋が復旧するのを待ってのファイバの復旧では長い時間がかか

るので、まず綱を張って、そこにファイバを引っ掛けてと応急

処理をするわけです。例えば福島ルートでいうと、浜通り、中

通り、会津側とありますが、浜通りは震災と原発のダメージで

なかなか復旧できずに切れたままで、中通りも地震の影響で切

れて、会津側だけが生き残っていて、そこで全て会津側に迂回

させるということになりました（図15参照）。 

 

 
図15 橋の流出により、ケーブル遮断 

震災を踏まえて技術ポイントの変化 
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しかし、通常リングネットワークというのは、シングル故障

に対してはそこが切れても反対側に回避できるということで対

応可能なのですが、あの様な広域な震災では面的にダメージを

受けるので、単純なリングのアーキテクチャーだけでまとめて

一遍に切り替えるのはおおごとで、簡単には復旧できません。

それで、もう少しリングを複数化するとか、結果的に言うと多

ルートになるかもしれませんが、冗長な形のルートとかにせざ

るを得ないということになります。 

大きなダメージを受けたとしても、受けたところはどうにも

ならないもので、ダメージが全体に波及しないようにすること

の方がより大事です。フィジカルな問題はルート分散などの方

法がありますが、ネットワークリソース、特にサーバ系のリソ

ースでは、仮想化して、できるだけ分散配置して、ダメージを

受けたところが直ちにシステムダウンという事態にならないよ

うにすることが肝要です。現在のハードディスクは非常に安く、

かつ RAID ではなくても、RAID に近い運用がなされているの

で、壊れても取りかえないというのがデータセンターでの一つ

の運用スタイルとなっているように思います（図16参照）。何

故かというと、全体が仮想化されているので、壊れたところが

あってもデータを喪失するのではなく、他のリダンダントのと

ころで吸収しているので、どこかが壊れたぐらいでは、全体と

しては問題なしということになります。ハードを順々に取り替

えていって、全体のメンテナンスを一定のペースで実施してい

く方が、オペレーションコストがはるかに下げられるというこ

とになるわけです。 

 

 

図16 フレキシブルで経済的な光ネットワークを目指して 

 

リダンダントにすると、データはストレージ内を常に行き来

することになるので、仮想化すると内部トラヒック量が大幅に

増えます。そうでないと仮想化は無理です。リダンダント、か

つフレキシブルということは、内部トラヒックを大量に発生さ

せることのできる環境にしなくてはいけないことになります。

そういった意味でも、大容量システムというのは役に立つはず

だと思っています。 

SDN がフレキシビリティの確保に役立てられるのではない

かと思っています。仮想化によるトラヒックの制御を波長でそ

のままダイレクトに行えるかどうかは別にしても、そういうこ

とを実現し易いネットワークに変えていくには、波長選択スイ

ッチを用いたフレキシビリティの高い光ネットワークで提供で

きるのではないかと思っています。図 17 に将来ネットワーク

のイメージを示します。 

 

図17 SDNをキーに将来ネットワークのイメージ 

 

  

最後に、チップの話を致します。総務省からご支援を受けた

ものが、キチンと世の中に貢献できているという話です。NEC

や富士通が波長多重100Gベースの超多重システムを今年商用

化して導入しています。国内展開もしますが、海外にも展開し

ていきます。昨今の風潮としては、海底システムへの新しい技

術の導入が図られています。端局装置をリプレースするだけで

性能が数倍アップするということで、効果が端的に現れる分、

導入がやり易いということのようです。海底システムでは、ま

ずはデジタルコヒーレント技術が展開されています。 

100G システムのプロジェクトとしては、チップを作るとい

うのがシステム実現のためのキー技術であり、そして作ったチ

ップを自らハンドリングできるかどうかが重要なポイントなの

で、こうやって開発したチップやそれをモジュール化して、

WAN領域からボリュームが期待できるLANに近い領域まで展

開しようと、ベンダーとも相談をしながら、今話を進めている

ところです。世界マーケットの半分ぐらいを JAPAN チップで

占めて、さらに拡大していけることを期待しています。 

テレビも 4K デジタルの時代に移行していくのではないかと

期待しております。コンテンツとセットで考えないと、なかな

か箱モノだけでは話は進みませんが、うまく取り混ぜてやって

いければ良いかなと思います。それには、何か世界の標準に寄

与しながら進めるというのが重要な取り組み方であり、うまく

取れたときに、それをどう生かすかという点では、日本の取り

組みはまだまだ不十分な状況ではありますが、諦めずに取り組

んでいきたいと思っております。図 18 はコンテンツ制作にお

いて、コンテンツ生データがクラウド内をあちこち飛び交った

り、ストレージと繋ないだりするクラウド型のトライアルサー

ビスを示したものです。 

 
図18 コンテンツ製作コラボレーション 

構造的変革の時代 
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最後に、やはりビッグデータというか、とにかく多くのデー

タを集めてくることによって、うまく価値を生み出せるかどう

かが重要なキーポイントと捉えており、そのキーポイントのデ

ータ処理系でいうところの機械学習というのが重要と考えてい

ます。宣伝になっていささか恐縮ですが、NTTコミュニケーシ

ョン科学基礎研究所と東大喜連川先生のチームが組んでウィー

クデータ解析というのを試みています。ビッグデータはビッグ

という名の通り、たくさん集めてくることに価値があるので、

どれだけ先入観なく色々なデータを集めて来て、そこから新し

い価値を生み出せるかということに成否がかかっています。

FTTH もモバイルもそういったデータを集めて来るのに重要な

アクセスラインであり、単にデータが無駄に集まってきただけ

ということに終わらせないで、また、データの縦割りにならな

いようにうまく生かせて、組織、分野を超えてまとめていくと

いうのを、なんとか日本が頑張ってやれたら良いだろうと思っ

ています。ここは重要なポイントであり、日本の研究者の情報

処理系の英知を結集してほしいと思います。 

 

 

まとめとしては、図 19 に書き連ねたように、伝送容量は

100Tbpsが見えてきました。映像技術も大いに進んで、入出力

も進歩してきていますが、ただ、1 箇所に色々なリソースが集

中していることはリスクであり、政治や首都機能も含めて地方

分散してもらえれば、ネットワークもそれに合わせて分散する

ことができる。仙台地域というか、東日本地域でまだNTTのネ

ットワークで復元できていない箇所がありますが、それは復元

できないのではなくて、まだ街に人が戻らないので、そこにネ

ットワークを張っても、どういうふうに張ったら良いのか決ま

らないから張れないわけで、実際に行政や市民の方々のこうい

うふうに街を造りますという話に合わせて、ネットワークを復

元させるところがまだまだ幾つも残っているということです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報はグーグルやアップル、アマゾンに集まってくる一方のよ

うな気もしますが、そうならないようにしないといけないので、

皆さんの英知も集めて、日本の価値を生み出せるような結集と

いうのを是非とも考えていただきたいと思います。 

 

図19 まとめにかえて 

 

まとめ 

本講演録は、平成25年3月15日に開催されました、ＳＣＡＴ主催の「第89回テレコム技術情報セミナー」、テーマ「基幹光ネット

ワークの高速化」の講演要旨です。 

＊掲載の記事・写真・イラストなど、すべてのコンテンツの無断複写・転載・公衆送信等を禁じます。 
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